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有關日語思考、知覺動詞語法化現象之研究 

─以「見る」「見える」「聞く」為例─ 

 

蘇 文 郎
*
 

 

摘 要  

 

本 研 究 的 目 的 在 探 討 日 語 引 用 表 達 法 中 的 思 考 ・ 知 覚 動 詞

「 聞 く 」 「 見 る 」 「 見 え る 」 等 三 個 動 詞 之 語 法 化

（ gr amma t i c a l i z a i o n ）現 象 。主 要 針 對 由 原 具 有 實 質 語 義 的 述 語

動 詞 用 法 轉 化 為 具 構 句 功 能 的 複 合 辭 及 表 情 態 的 助 動 詞 化 等 現

象 、 就 其 語 法 化 過 程 所 伴 随 的 實 質 語 義 喪 失 及 文 法 機 能 獲 得 而

産 生 的 句 法 結 構 和 語 義 變 化 加 以 剖 析 闡 明 。 主 要 的 探 討 對 象 為  

（ Ⅰ ） 轉 化 為 構 句 功 能 的 複 合 辭 用 法  

① 接 續 助 詞 性 用 法 ：  ～ と 見 え て  

          ～ と 見 る と  

② 接 續 詞 性 用 法 ： と 見 る と  

（ Ⅱ ） 情 態 助 動 詞 化 用 法  

① 主 動 態 ： ～ と 聞 く /見 え る  

② 被 動 態 ： ～ と 見 ら れ る  

本 研 究 將 根 據 格 文 法 的 概 念 ， 就 各 種 句 式 的 語 用 機 能

(pr agma t i c a l  f u n c t i on ) 導 入 認 知 語 言 學 的 觀 點 ， 分 析 格 支 配 的 變

化 ， 語 法 功 能 及 語 義 轉 化 的 各 種 現 象 ， 並 針 對 原 具 實 質 語 義 的

動 詞 轉 換 為 機 能 動 詞 之 間 的 連 續 性 詳 加 探 討 闡 釋 。  

 

 

關 鍵 詞 ： 語 法 化 ； 思 考 動 詞 ； 知 覺 動 詞 ； 語 義 情 態 化 ； 實 質 語

與 機 能 語 之 連 續 性 。  

                             
*  政 治 大 學 日 本 語 文 學 系 教 授  
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日本語の思考動詞と知覚動詞の文法化現象をめぐって 

 ─「見る」「見える」「聞く」を例として─ 

 

蘇 文 郎 * 

 

要旨  

 

本 研 究 は 主 に 引 用 表 現 に 頻 繁 に 用 い ら れ る「 聞 く 」「 見 る 」

「 見 え る 」と い っ た 3 つ の 動 詞 を 例 と し て 取 り 上 げ 、そ れ ぞ

れ の 実 質 的 な 意 味 を 持 つ 述 語 動 詞 と し て の 用 法 か ら 、テ キ ス

ト 的 機 能 を 帯 び た 複 合 辞 化 や ム ー ド 助 動 詞 的 用 法 へ の 転 化

な ど の 諸 現 象 を 考 察 し 、そ れ ぞ れ の 動 詞 の 文 法 化 の 過 程 に お

け る 実 質 語 的 性 質 の 喪 失 及 び 機 能 語 的 性 質 の 獲 得 に か か わ

る 統 語 的 特 徴 と 語 彙 的 意 味 の 変 化 を 明 ら か に す る こ と を 目

的 と す る 。 主 な 考 察 対 象 は 次 の 3 つ の タ イ プ の も の で あ る 。 

（ Ⅰ ） テ キ ス ト 的 機 能 を 帯 び た 複 合 辞 と 化 し た も の  

① 接 続 助 詞 的 な も の ： ～ と 見 え て  

          ～ と 見 る と  

② 接 続 詞 的 な も の ： と 見 る と  

（ Ⅱ ） ム ー ド 助 動 詞 化 し た も の  

① 主 動 態 ： ～ と 聞 く /見 え る  

② 受 動 態 ： ～ と 見 ら れ る  

 

 

キ ー ワ ー ド ： 語 法 化 、 引 用 表 現 、 ム ー ド 助 動 詞 化 、 接 續 助 詞

化 、 接 續 詞 化  

 

                             
*  政 治 大 学 日 本 語 学 科 教 授  
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A Study of Grammaticalization with 
Thinking Verbs and Perceived Verbs 
-Including Verbs of miru, mieru and kiku- 

        

We n - L a n g  S o o *  

 

Abs t rac t  

 

T h e  a i m  o f  t h i s  p a p e r  a t t e m p t s  t o  a n a l y z e  t h e  f e a t u r e  a bo u t  t h e  

g r a m m a t i c a l i z a t i o n  i n  J a p a n e s e  s e n t e n c e .  I n  t h i s  s t u d y  I  f o c us  

o n  t h e  c ha ng e  i n  f u n c t i o n  a n d  me a n i n g  o f  t h e  c o n s t r u c t i o n s  

w h i c h  c o n t a i n s  v e r b s  o f  mi ru ,  m i e r u  a nd  k i k u ,  a n d  e xa mi ne  ho w  

t he  me a n i n g  i s  e x t e n de d  f r o m t he  ba s i c  me a n i ng  t o  t he  

m o d a l i t i c a l  m e a n i n g .  S p e c i a l  a t t e n t i o n  w i l l  b e  m a d e  o n  t h e  

c o n t i nu u m  b e t we e n  c on t e n t  w o r ds  a n d  f u n c t i o n  wo r d s .  Th e  ma i n  

p o i n t s  d i s c u s s e d  i nc l u d e  

(Ⅰ )  q u o t a t i o n  p h r a s e  +  p e r c e i v e d  v e r b :  ～ t o  m i e t e  

                                  ～ t o  m i r u t o  

q u o t a t i o n  p h r a s e  +  t h i n k i n g  v e r b :  ～ t o  m i r u t o  

（ Ⅱ ） ①  ( a c t i ve - v o i c e  v e r b )   ～ t o   k i k u / m i e r u  

         ②  ( p a s s i v e - v o i c e  v e r b )  ～ t o  m i r a re r u  

I n  a d d i t i on ,  t h e  s t u dy  a t t e mp t s  t o  c l a s s i f y  t h e  r e l a t i o n s  a n d  

d i f f e r e n c e  h o w  t h e  a c t i v e - v o i c e  a n d  p a s s i v e - v o i c e  v e r b ,  r e l a t e d  

t o  t he  q u o t a t i on a l  e x p r e s s i o n  f r o m t h e  v i e wp o i n t s  o f  c a s e  

g r a m m a r  a n d  c o g n i t i v e  s e m a n t i c s .  

 

K e y w o r d s :  G r a m m a t i c a l i z a t i o n ;  T h i n k i n g  v e r b ;  Pe r c e i v e d  Ve r b ;  

M o d a l i c a l  m e a n i n g ;  C o n t i n u u m  b e t w e e n  C o n t e n t  w o r d  a n d  

Fu n c t i o n  w o r d s  

                             
*  P r o f e s s o r ,  N a t i o n a l  C h e n g c h i  U n i v e r s i t y  D e p a r t m e n t  o f  J a p a n e s e  
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日本語の思考、知覚動詞の文法化現象をめぐって 

－「見る」「見える」「聞く」を例として－ 

        

蘇 文 郎  

 

1.本研究の目的 

 筆 者 は 蘇 （ 1997） 蘇 （ 2005） で 日 本 語 の 引 用 表 現 に お け る

諸 類 型 の 構 文 を 、引 用 動 詞 1の 意 味 特 徴 及 び 要 求 さ れ る 引 用 成

分 の 種 類 2に よ っ て 以 下 の 6つ の タ イ プ に 分 け 、 形 態 、 統 語 、

意 味 の 3つ の 側 面 か ら 詳 し い 考 察 を 行 っ た 。  

Ⅰ  Xガ ＋ [ ]ト ＋ 発 話 ・ 思 考 ・ 知 覚 動 詞  

Ⅱ  Xガ ＋ Yニ ＋ [ ]ト ＋ 伝 達 動 詞  

Ⅲ  Xガ ＋ Yニ ＋ [ ]ヨ ウ （ ニ （ ト ） ） ＋ 命 令 ・ 認 知 動 詞  

Ⅳ  Xニ ハ ＋ [ ]ト ／ ク ／ ニ ＋ （ 自 発 ） 思 考 ・ 感 覚 ・ 認 知 動 詞  

Ⅴ （ ～ ガ （ 形 容 詞 性 動 詞 ） ） テ ＋ 見 エ ル ／ 感 ジ ラ レ ル ／ 聞 コ エ ル  

Ⅵ  Xカ ＋ Zヲ ＋ [ ]ト ／ ク ／ ニ ＋ 感 覚 ・ 知 覚 ・ 評 価 動 詞  

こ の 一 連 の 考 察 を 通 じ て 、 引 用 を 表 す 日 本 語 の 諸 種 の 意 味

と 形 式 3に は 、中 心 に 基 層 を な す 部 分 が あ る と 同 時 に 、そ の 周

辺 に 個 別 的 含 意 が さ ま ざ ま な 広 が り 4を 見 せ て い る こ と が 明

                             
1  蘇 （ 1997） で は 引 用 動 詞 を 統 語 的 観 点 か ら 引 用 の 助 詞 「 ト 」 を 使 う

こ と に よ っ て 文 を 自 ら の 文 の 一 部 と し て 取 る こ と の で き る 動 詞 と 定

義 し た 。 そ し て 意 味 的 に 発 話 を 中 心 と し た 外 的 言 語 活 動 を 表 す 類 ＜

発 話 動 詞 ＞ と 、思 考 や 認 識 や 知 覚 と い っ た 内 的 活 動 を 表 す 類 ＜ 思 考 /

認 識 /知 覚 動 詞 ＞ と に 分 け た 。外 的 言 語 活 動 の 発 話 動 詞 は 聞 き 手 の 存

在 を 予 想 も し く は 容 認 し う る し 、 内 的 活 動 の ＜ 思 考 /認 識 /知 覚 ＞ 動

詞 は 聞 き 手 の 存 在 を 必 要 と し な い と し た 。  
2  ① 「 … と 」 ② 「 形 容 詞 く 」 ③ 「 形 容 動 詞 に 」 ④ 助 動 詞 よ う に ・ ら し

く な ど ⑤「 動 詞 ＋ て 」⑥「 名 詞 ＋ に 」⑦「 … … よ う に（ と ）」の 7 つ

の タ イ プ が あ る 。  
3 引 用 成 分 の 形 式 の 問 題 は 個 々 の 話 し 手 が さ ら に そ れ ぞ れ の 事 象 を ど

の 方 向 か ら 捉 え る か と い う い わ ゆ る 「 表 現 論 」 の 問 題 に つ な が る 性

質 を も っ て い る 。 こ れ な ど は 今 ま で の 格 文 法 の 枠 組 み で 取 り 扱 い き

れ な い も の で あ り 、 ま た か な り 拡 が り の 大 き な 問 題 で あ る と 思 わ れ

る 。  
4  こ う い う 連 続 性 の あ る も の を ど こ か で 明 確 な 線 を 引 く こ と は 常 に 難

し い が 、 本 研 究 で は 「 ～ と 」 が 引 用 動 詞 と 結 び 付 く 場 合 も 、 そ れ 以

外 の 形 で 述 部 と 結 び 付 く 場 合 も ま ず 一 括 し て 「 引 用 」 と 考 え る こ と

に す る 。  
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ら か に な っ た 。 特 に 内 容 語 （ content word） と し て の 引 用 動

詞 は 機 能 語 （ functional word/ grammatical word） と し て の

性 格 を 持 つ も の に 変 化 す る 現 象 、 い わ ゆ る 文 法 化

（ grammaticalization） 現 象 が 随 所 観 察 さ れ た 。 そ の 中 で 引

用 動 詞 の 文 法 化 の 解 明 の 重 要 さ に も 気 付 い て 、 関 連 す る 限 り

で 触 れ て き た 。 後 、 蘇 （ 2009） で 主 に 引 用 表 現 に 頻 繁 に 用 い

ら れ る 「 言 う 」「 思 う 」「 す る 」 と い っ た 3 つ の 伝 達 ・ 思 考 ・

判 断 動 詞 を 例 と し て 取 り 上 げ 、 そ れ ぞ れ の 実 質 的 な 意 味 を 持

つ 述 語 動 詞 と し て の 用 法 か ら 、 テ キ ス ト 的 機 能 を 帯 び た 複 合

辞 化 や ム ー ド 助 動 詞 的 用 法 へ の 転 化 な ど の 諸 現 象 を 考 察 し 、

そ れ ぞ れ の 動 詞 の 文 法 化 の 過 程 に お け る 実 質 語 的 性 質 の 喪 失

及 び 機 能 語 的 性 質 の 獲 得 に か か わ る 統 語 的 特 徴 と 語 彙 的 意 味

の 変 化 を 明 ら か に し 、 日 本 語 の 命 題 と モ ダ リ テ ィ と の 連 続 性

に つ い て も 論 及 が な さ れ た が 、 体 系 的 な 考 察 に い た ら ず 、 ま

た 他 の 引 用 動 詞 に も 文 法 化 現 象 が 見 ら れ た た め 、 こ こ に 改 め

て 取 り 上 げ る こ と に す る 次 第 で あ る 。 こ れ も 多 様 な 現 象 全 体

を ま ず 見 渡 し て 考 え て い く 必 要 を 感 じ る か ら で あ る 。  

 本 研 究 で 取 り 上 げ る の は 「 見 る 」「 見 え る 」「 聞 く 」 の 3 つ

の 思 考 ・ 知 覚 動 詞 で あ る 。  

こ の 表 現 形 式 の 使 用 に つ い て 、 基 本 的 な 事 柄 と し て 次 の よ

う な こ と は 確 認 し て お く 必 要 が あ る 。 ま ず こ れ ら の 動 詞 は 実

質 的 意 味 を 表 す 引 用 動 詞 と し て 使 わ れ た 場 合 、 文 の 内 容 と 形

を 整 え た も の を 引 用 語「 ～ と 」や 連 用 語 5の 形 で 取 り こ む こ と

が で き る し 、 ま た 思 考 や 知 覚 の 主 体 を 補 語 と し て 要 求 さ れ る

と い う こ と で あ る 。  

1、私 は 授 業 が 休 講 だ と 友 人 に 聞 い た 。（『 日 本 語 基 本 動 詞 用

法 辞 典 』）  

2、 政 府 は 貿 易 摩 擦 が 今 後 ま す ま す 拡 大 す る と 見 て い る 。

（ 同 上 ）  

                             
5  用 言 の 連 用 形 で 表 さ れ る も の 。  
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3、 僕 に は そ の 問 題 は 解 決 し た か に 見 え た 。（ 同 上 ）  

 

2. 基本的な事柄 

2.1 文 法 化 と は  

文 法 化 と は 概 ね 以 下 の よ う に 定 義 で き る 。  

内 容 語 だ っ た も の が 機 能 語 と し て の 性 格 を 持 つ も の に 変

化 す る な ど の 、 言 語 の 通 時 的 変 化 の プ ロ セ ス の 一 つ で あ

る が 、 実 際 の 言 語 使 用 の 中 に 、 言 語 表 現 が そ の 言 語 の 文

法 と し て 定 着 し て い く こ と で あ る 6。  

文 法 化 と い う 概 念 と 用 語 は 日 本 語 の 研 究 に お い て も 早 く か

ら 三 上 が そ れ に 通 じ る 概 念 を 提 出 し て い る 。  

或 る 単 語 が 慣 用 の 結 果 、 一 方 的 な 用 法 に 固 定 し て 原 義 か

ら も そ れ 、 時 に は 品 詞 く ず れ も 引 き 起 こ す と い う よ う な

場 合 に そ の 単 語 は 形 式 化 し た と い う 7 

三 上 の い う 「 品 詞 く ず れ 」 は 文 法 化 の プ ロ セ ス で 生 じ る と

さ れ る「 脱 範 疇 化（ decategorization）」と い う 概 念 と 同 義 で

あ り 、 両 者 の 概 念 の 間 に は 共 通 性 も 多 い と 考 え ら れ る 。  

文 法 化 は 本 研 究 で 扱 う 日 本 語 の 思 考 ・ 知 覚 動 詞 が 用 い ら れ

る 引 用 構 文 に 即 し て 言 え ば 、 も と も と 内 容 語 と し て 使 わ れ る

述 語 動 詞 が 助 詞 や 助 動 詞 の よ う な 機 能 を 有 す る よ う に な る 現

象 と 言 い 換 え る こ と が で き る 。  

こ の よ う に 、 文 法 化 と は 内 容 語 と 機 能 語 の 区 分 を 前 提 と し

て 定 義 さ れ る 現 象 と い う こ と に な る が 、 文 法 化 に 関 す る 研 究

は 結 果 と し て 両 者 の 連 続 性 を 捉 え る こ と に な ろ う 。  

そ し て 、 文 法 化 は 典 型 的 に は 「 漂 白 化 （ bleaching）」 と も

呼 ば れ る 実 質 的 意 味 が 抽 象 化 、 希 薄 化 あ る い は 消 失 す る と い

う 意 味 的 な 変 化 の 側 面 、及 び「 脱 範 疇 化（ decategorization）」

と 呼 ば れ る 、 語 と し て の 自 立 性 が 失 わ れ 、 専 ら 文 法 機 能 を 担

                             

6  H o p p e r. P . J  a n d  E . C . T r a u go t t ( 1 9 9 3 )参 照  

7 三 上 （ 1972） 参 照  
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う 要 素 に な る 、 と い う 形 態 的 、 統 語 的 な 側 面 を 合 わ せ 持 っ て

い る 。  

こ の 文 法 化 に お け る 二 つ の 側 面 に 関 し て 、 本 研 究 で と り あ

げ ら れ る 「 見 る 」「 見 え る 」「 聞 く 」 が 含 ま れ る 表 現 の 類 型 は

大 き く  Ⅰ ） テ キ ス ト 的 機 能 を 帯 び た 接 続 助 詞 化 し た も の 及

び 接 続 詞 化 し た も の  Ⅱ ） ム ー ド 助 動 詞 化 し た も の に 分 け ら

れ る 。  

 

（ Ⅰ ） テ キ ス ト 的 機 能 を 帯 び た 複 合 辞 と 化 し た も の  

①  接 続 助 詞 的 な も の ： ～ と 見 え て  

           ～ と 見 る と  

②  接 続 詞 的 な も の ： と 見 る と  

（ Ⅱ ） ム ー ド 助 動 詞 化 し た も の  

  ① 主 動 態 ： ～ と 聞 く /見 え る  

  ② 受 動 態 ： ～ と 見 ら れ る  

 

3.考察  

以 下 、 順 を 追 っ て そ れ ぞ れ の 構 文 形 式 や 意 味 用 法 の 特 徴 を

見 て い く こ と に し た い 。  

 

3.1 接 続 助 詞 化 し た 「 ～ と 見 え て 」「 ～ と み る と 」  

3.1.1 「 ～ と 見 え て 」  

4、 親 は 息 子 の ひ ど い 成 績 に 驚 い た と 見 え て 家 庭 教 師 を つ

け る と 言 い だ し た 。（ 『 日 本 語 基 本 動 詞 用 法 辞 典 』 か

ら の 借 用 例 ）  

5、『 世 説 新 語 』は 我 が 国 で も よ く 読 ま れ た と 見 え 、こ の 故

事 は 広 く 知 ら れ て い る 。（ 20090902 『 中 国 サ ー チ ナ 』） 

  6、福 田 の 予 想 以 上 に 報 道 陣 が 集 ま っ た と 見 え て 、「 こ ん な

に 取 材 の 人 が い る と 、 間 違 っ て 当 た っ ち ゃ う じ ゃ な い

か 」 と 会 場 を 笑 い に 包 ん だ 。（ 200909 エ ン タ メ 総 合 ）  
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7、 向 か う 先 は ど っ ち も ア デ レ ー ド で あ り 、 た ど る 道 は 結

局 は 一 つ な の だ が 、 自 転 車 に 乗 る サ キ と テ ツ 、 マ サ に

と っ て は 慣 れ な い 異 国 、 相 当 に 焦 っ た と み え て 、 出 会

っ た 時 に は 額 に あ せ を か い て い た 。（ 『 朝 日 新 聞 』  

20090808）  

4～ 7 の 文 の 構 文 的 特 徴 は 経 験 主 格 補 語 の「 ニ 格 」が な い と

い う こ と で あ る 。 前 で 触 れ た よ う に 、 典 型 的 引 用 表 現 に は 一

般 に 主 格 補 語 と 引 用 内 容 を 表 わ す 引 用 節 が 必 須 補 語 と し て 要

求 さ れ る が 、 こ こ の 「 見 え る 」 が 「 ～ と 見 え て 」 と い う 形 で

使 わ れ る 場 合 に は 意 味 や 伝 達 機 能 の 面 に お い て は 典 型 的 引 用

動 詞 の 用 法 と 大 き な 違 い を 見 せ る 。 以 上 の 当 該 諸 文 を 他 の 表

現 で 言 い 換 え る と す る な ら 、 次 の よ う な 「 ら し い 」「 よ う だ 」

が 用 い ら れ る 助 動 詞 文 に な る だ ろ う 。  

4′ 親 は 息 子 の ひ ど い 成 績 に 驚 い た ら し く 家 庭 教 師 を つ け

る と 言 い だ し た 。  

5′ 『 世 説 新 語 』 は 我 が 国 で も よ く 読 ま れ た ら し く 、 こ の

故 事 は 広 く 知 ら れ て い る 。  

  6′ 福 田 の 予 想 以 上 に 報 道 陣 が 集 ま っ た よ う で 、「 こ ん な に

取 材 の 人 が い る と 、間 違 っ て 当 た っ ち ゃ う じ ゃ な い か 」

と 会 場 を 笑 い に 包 ん だ 。  

 7′ 向 か う 先 は ど っ ち も ア デ レ ー ド で あ り 、 た ど る 道 は 結

局 は 一 つ な の だ が 、自 転 車 に 乗 る サ キ と テ ツ 、マ サ に と

っ て は 慣 れ な い 異 国 、相 当 に 焦 っ た よ う で 、出 会 っ た 時

に は 額 に あ せ を か い て い た 。  

4′ ～ 7′ の 文 中 の「 ら し い 」「 よ う だ 」は そ れ ぞ れ「 親 は 息 子

の ひ ど い 成 績 に 驚 い た 」「『 世 説 新 語 』 は 我 が 国 で も よ く 読 ま

れ た 」「 福 田 の 予 想 以 上 に 報 道 陣 が 集 ま っ た 」「 自 転 車 に 乗 る

サ キ と テ ツ 、 マ サ に と っ て は 慣 れ な い 異 国 、 相 当 に 焦 っ た 」

と い っ た 命 題 内 容 に 対 し て 話 し 手 が そ れ を 断 定 す る だ け の 気

持 ち は な い こ と 、 確 信 の 度 合 い が 弱 い 推 量 と し て 伝 達 し よ う
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と し て い る の だ と い う こ と を 聞 き 手 に 伝 え る 役 割 を 果 し て い

る 。則 ち 、「 ら し い 」と「 よ う だ 」の よ う な 助 動 詞 は 伝 達 す べ

き 事 柄 を 話 し 手 が ど の よ う な 態 度 で 伝 え よ う と し て い る の か

に つ い て の 「 話 し 手 の 気 持 ち 」 を 表 す 付 属 語 の モ ダ リ テ ィ 形

式 の も の で あ る た め 、 述 語 と し て 文 を 構 成 し て 、 主 格 補 語 と

結 び 付 く こ と は あ り え な い 。 こ れ は 、 以 下 の ＊ 4～ ＊ 6 の よ う

に 無 理 し て 文 中 に そ れ を 加 え る と か え っ て 不 自 然 な 文 に な っ

て し ま う と い う こ と か ら も 裏 付 け ら れ よ う 。  

＊ 4、 私 に は 親 は 息 子 の ひ ど い 成 績 に 驚 い た と 見 え て  

＊ 5、 私 に は 『 世 説 新 語 』 は 我 が 国 で も よ く 読 ま れ た と 見 え て  

＊ 6、 私 に は 福 田 の 予 想 以 上 に 報 道 陣 が 集 ま っ た と 見 え て      

以 上 の 諸 例 文 を 通 し て 、「 ～ と 見 え て 」形 式 が 命 題 内 容 に 話 し

手 の 気 持 ち を 添 え る モ ダ リ テ ィ 表 現 の 形 式 、 つ ま り 助 動 詞 並

み の 機 能 語 に 変 質 し て い る と い う こ と が 見 て 取 れ る 。  

 

3.1.2 「 ～ と み る と 」  

8、最 近 の 兄 弟 は 寝 ぼ け 顔 が 多 い の で 体 調 が 悪 い の か ?と 見 る

と 、 食 器 は 空 っ ぽ ト イ レ は 満 杯 で 心 配 な さ そ う で す 。   

free m l . c om / e p . u m z x/  

9、 そ れ 故 作 り 縫 わ な け れ ば 」 と 言 っ て 「 新 羅 の 岬 を 国 が 余

っ て い な い か と 見 る と 余 っ て い る 」と 言 い 、鋤 を 取 り 、大

魚 に 鋒 を 突 き 刺 す 様 に 、鋤 を 大 地 に 突 き 刺 し 、は た は た と

風 に 靡 く す す き の 穂 先 を 振 り 分 け る 様 に 土 地 を 鋤 で 切 り

離 し 、  www.j a p a n pe n . o r . j p /e - b u n g e i ka n / s t u d y / 

10、 助 さ ん 、 格 さ ん は 誰 か と 見 る と 、 森 次 晃 嗣 と 目 黒 祐 樹 。

 わ か り や す く 言 え ば 、ウ ル ト ラ セ ブ ン の モ ロ ボ シ ダ ン と 松

方 弘 樹 の 弟 だ 。   

www. f i b e rb i t . n e t / us e r / k i k a i/ n e w p a g e 32 . h t m   

こ の タ イ プ の 用 法 は 先 に 取 り 上 げ ら れ た 「 ～ と 見 え て 」 と

や や 違 う 。 助 詞 の 「 と 」 に 「 見 る と 」 が 付 い た 形 で 、 前 の 節



政大日本研究【第七號】                                                             

 120

を 受 け て「 そ れ は 何 な ん だ ろ う と 思 っ て よ く 見 る と 」「 そ れ は

本 当 に そ う だ ろ う か と 思 い な が ら よ く 見 る と 」 な ど と い っ た

意 味 を 表 す 。 す な わ ち 、 先 行 疑 問 内 容 を 導 入 す る 、 い わ ゆ る

テ キ ス ト 的 機 能 を 帯 び た 接 続 助 詞 化 し た 複 合 辞 と 見 て も さ し

つ か え は な か ろ う 。  

 

3.2 ム ー ド 助 動 詞 化 し た 文 末 表 現 と し て の「 ～ と 聞 く 」「 ～

と 見 え る 」  

3.2.1 伝 聞 を 表 す 「 ～ と 聞 く 」  

11、 年 毎 に 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム を 挙 行 し て い る が 国 際 交 流 基

金 の 援 助 を 受 け て い る と 聞 く 。(東 呉 日 本 語 教 育 16 号 ) 

12、 今 お か げ で そ の ハ ス キ ー た ち は 、 そ れ ぞ れ の 飼 い 主 の

と こ ろ で 元 気 に 暮 ら し て い る と 聞 く 。（『 愛 犬 幸 福 論 』PHP

研 究 所 篇 2006）  

11,12、の 文 に お け る「 ～ と 聞 く 」も や は り 助 動 詞 化 し た 用

法 と 見 る べ き も の で あ る 。「 ～ と 聞 く 」 は 助 動 詞 の 「 そ う だ 」

と 同 じ く 文 中 の 命 題 内 容 に 対 し て 、 話 し 手 の 直 接 体 験 に も と

づ い た 判 断 な の で は な く 、 だ れ か 他 の 人 か ら 仕 入 れ た 情 報 で

あ る 、 い わ ゆ る 「 伝 聞 」 と い う こ と を 聞 き 手 に 示 す 役 割 を 果

し て い る 。 下 述 す る 「 ～ と 見 え る 」 と 同 じ 性 格 の も の で 、 助

動 詞 並 み の 付 属 語 に 変 質 し て お り 、 そ の た め 述 語 と し て の 資

格 を 失 っ て し ま っ て い る の で あ る 。 し た が っ て 主 格 補 語 も 起

点 格 （ Source） も と れ な く な る 。 た だ し 、 伝 聞 の 助 動 詞 の よ

う に 用 い ら れ る の は そ れ が 平 叙 文 の 現 在 肯 定 形 で 使 わ れ た 時

だ け で あ る 。 こ の 点 は 伝 聞 の 「 そ う だ 」 が 過 去 や 否 定 や 疑 問

の 形 に で き な い の と 共 通 し た 特 徴 と 見 て よ か ろ う 。  

と こ ろ が「 ～ と 聞 く 」を タ 形 や テ イ ル 形 な ど に し た と き に

は 以 上 の よ う な 制 限 が な く な り 、 自 由 に 主 格 補 語 や 起 点 格 を

取 れ る よ う に な る 。  

13、 私 は 授 業 が 休 講 だ と 友 人 に 聞 い た 。（ 例 文 1 再 掲 ）  
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14、私 は 先 生 か ら 息 子 が 学 校 に 順 調 に 慣 れ て い っ て い る と

聞 い て い て ち ょ っ と 安 心 し て い た け ど 、 甘 か っ た な あ

（ 20080625 「 小 学 校 の ト ラ ブ ル 」）  

言 い 換 え れ ば 「 ～ と 聞 く 」 が タ 形 や テ イ ル 形 を と れ ば も は

や 助 動 詞 的 も の と は 言 え な い 。 そ の 文 法 的 振 る 舞 い が 普 通

の 動 詞 に 立 ち 返 っ た の で あ る 。  

 

3.2.2 「 ～ と 見 え る 」  

15、 社 殿 は 真 南 に 向 か っ て 立 ち 、 棟 は 大 き く 、 の き は 高

く 、様 式 は 古 代 神 殿 を 模 し た も の と 見 え る 。（『 靖 国

神 社 と 日 本 人 』 小 堀 桂 一 郎 著  PHP 研 究 所 1998）  

16、 も う 一 つ は 、 素 人 目 に 選 手 交 代 が 遅 い と 感 じ る こ と

が あ る 。 選 手 が 疲 れ て い る と 見 え る 。（ 『 朝 日 新 聞 』 

20090709）  

17、 「 ま だ ご 自 分 の 立 場 を よ く 理 解 で き て い な い も の と

見 え る 」  景 徳 は そ の 場 に 片 ひ ざ を つ く と 、 絳 攸 の 髪

を 乱 暴 に つ か ん で 顔 を 上 げ さ せ た 。  「 ま っ た く 貴 様

の よ う な 下 賎 の 者 が 、私 達 と 同 じ 場 所 に 立 っ て い る な

ん て ね 」  冷 や や か に 言 い 放 つ と 、 突 然  . 

www4 . o s k .3 w e b . n e . jp / ~ m a r u t in / s a i u n k ok u / s s / k a le i d o s c o p  

18、小 さ い 子 を 抱 い た 妻 君 は … … 夫 と 同 年 配 か と 見 え る 、

身 体 の し っ か り し た 婦 人 で … 。（『 台 湾 の 旅 』 窪 川

稲 子 著  1996）  

19、 簡 単 そ う に や っ て い る な 、 と 見 え る 行 動 は ど ん な も

の が あ り ま す か  - 魔 法 の 質 問  メ ル マ ガ で 質 問 を み

て 、 ブ ロ グ で 答 え よ う !  

www. s o u m un o m o r i . c om / c o l u m n /a r t i c l e / at c - 3 5 9 8 3  -  

20、 あ ち こ ち か ら の ご 弔 問 、 い つ の 間 に 知 れ た の か と 見

え る 。大 将 殿 も  ... 物 の 怪 に お 悩 み に な っ て い ら っ
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し ゃ る 方 は 、 重 病 と 見 え る が 、 爽 や か な 気 分 に な ら

れ る 合 間 も あ っ て 、 正 気 に お 戻 り に な る 。   

www. s a i n et . o r . j p / ~e s h i b u y a /v e r s i o n 3 9. h t m l   

15～ 20 の「 … と 見 え る 」形 式 8は 前 述 し た よ う に「 ら し い 」

「 よ う だ 」 の 意 味 以 外 に “ … よ う に と 思 わ れ る ” と い う 自 発

的 判 断 や 知 覚 の 意 を も 表 す 。 つ ま り 話 し 手 の 心 的 関 わ り 方 を

表 す こ と で 、「 見 え る 」が 視 覚 的 情 報 か ら 、自 ず か ら そ う 感 じ

取 ら れ る さ ま を 意 味 す る よ う に な る と 受 け 止 め ら れ る 。「 ～ よ

う に 思 わ れ る 」 と 言 い 換 え て も 、 そ う 大 き な 意 味 の 違 い は 感

じ ら れ な い 。 す な わ ち 「 ～ と 見 え る 」 全 体 は 直 接 知 覚 の 意 味

で は な く 、 無 意 識 的 な 知 覚 、 自 然 に 視 覚 、 感 覚 に 映 じ た 印 象

を 非 積 極 的 な ム ー ド で 表 し て い る 。 そ の た め 、 も と の 動 詞 が

持 っ て い た 実 質 的 な 意 味 が 変 わ る だ け で な く 、 動 作 の 主 体 も

問 題 と さ れ な く な り 、 統 語 的 機 能 に も 変 化 が 生 じ て い る こ と

が 分 か る 。  

主 格 を 自 由 に 取 れ る こ と が 動 詞 と し て の 重 要 な 機 能 な の だ

か ら 、こ れ ら の 、「 経 験 主 」の 二 格 を 自 由 に 取 れ な い「 ～ と 見

え る 」 は 動 詞 と し て の 本 来 の 性 格 を 失 っ て し ま っ て い る も の

と 思 わ れ る 。  

ち な み に 、前 述 し た「 ～ と 聞 く 」と 同 様 、下 例 21～ 24 の よ

う に 、 過 去 形 や 否 定 形 、 テ イ ル 形 な ど に し た と き に は 普 通 の

知 覚 動 詞 に 立 ち 返 り 、 自 由 に 経 験 主 格 補 語 を 取 れ る よ う に な

る 。  

21、父 の 側 に い る こ と が お 前 に 殆 ん ど 無 意 識 的 に 取 ら せ て い

る に ち が い な い 様 子 や 動 作 は 、私 に は お 前 を つ い ぞ 見 か け

た こ と も な い よ う な 若 い 娘 の よ う に 感 じ さ せ た 。 ...朝の

う ち に 山 々 か ら 湧 い て 出 て 行 っ た 白 い 雲 ま で も 、夕 方 に は

再 び 元 の 山 々 へ 立 ち 戻 っ て 来 る か と 見 え た 。   

www. a o z o ra . g r . j p / ca r d s / 0 0 1 03 0 / f i l e s /4 8 0 3 _ 1 4 2 04 . h t m 

                             
8  1 7～ 19 文 に お い て は 「 ～ と 見 え る 」 が 連 体 形 と し て 用 い ら れ て い る
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22、 私 の 考 へ 方 が 間 違 つ て ゐ る の か も 知 れ な い が 、 私 に は

牧 野 さ ん の 死 が ち つ と も 暗 く 見 え な い し 、 ま し て 悲 痛

に も 見 え な い 。...私 達 が そ れ に 就 て 語 る と 、あ ら は に

不 興 な 顔 を し た り 、 軽 蔑 す る や う な 顔 付 を し た 。  

www.a o z o ra . g r . j p / ca r d s / 0 0 1 09 5 / f i l e s /4 2 9 8 3 

23、 彼 は チ ー ム の リ ー ダ ー だ ろ う し 、 彼 も そ れ を 理 解 し て

い る 。  私 に は 非 常 に 良 い と 見 え て い る 。  ... た だ マ

ラ ド ー ナ 監 督 は ワ ー ル ド カ ッ プ の よ う な 大 会 で は 、 必

ず し も 本 命 が タ イ ト ル を 獲 る わ け で は な い と 主 張 し て

い る 。 goal.c o m / j p/ . . . / 1 6 2 18 7 6 /  

24、 細 菌 と か 言 う 気 持 ち 悪 い タ レ ン ト が よ く テ レ ビ に 出 て

き ま す が 、何 者 で す か ? 人 気 が あ る の で す か 。 私 に は

気 味 悪 い と し か 見 え な い の で す が 。

detail . c hi e b u k u r o .y a h o o . c o .j p / q a / q u es t i o n _ d e ta il 

以 上 の 考 察 で 文 末 表 現 と し て の 「 ～ と 聞 く 」「 ～ と 見 え る 」

は 典 型 的 引 用 構 文 と は 意 味 的 に も 統 語 的 に も か な り 対 照 的 に

な っ て い る こ と が 分 か っ た 。「 聞 く 」と「 見 え る 」は そ れ ぞ れ

中 核 と な っ て 、 格 助 詞 「 ト 」 と 一 体 と な り 、 ひ と ま と ま り の

助 動 詞 相 当 の 形 － 複 合 辞 を 形 成 し 、 そ し て 実 質 的 な 意 味 が 稀

薄 化 し 、 伝 聞 や 自 発 的 判 断 や 知 覚 の 意 味 を 表 す 、 い わ ゆ る 機

能 語 的 性 質 を 獲 得 し た も の と 解 し て も よ さ そ う で あ る 。  

 

3.3 接 続 詞 化 し た 「 と 見 る と 」  

「 見 る 」 は は も と も と 思 考 、 知 覚 の 意 味 を 表 す 動 詞 で あ る

か ら 、 統 語 的 に 知 覚 作 用 の 主 体 や 知 覚 内 容 を 補 語 に 持 つ こ と

が で き る 。  

25、 専 門 家 は こ の 事 件 が 彼 の 命 取 り に な る だ ろ う と 見 て い

る 。 （ 『 日 本 語 文 型 辞 典 』 か ら の 借 例 ）  

                                                                               

が 、 意 味 的 に は 終 止 形 で 用 い ら れ る 15、 16、 20 と 変 わ り は な い 。  
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し か し 、次 の 26～ 29 の 文 中 の「 み る 」は 知 覚 作 用 と し て の

「 見 る 」 の 意 味 が 部 分 的 に 失 わ れ る と 同 時 に 、 補 文 標 識 と し

て の 引 用 節 を も は や 取 ら な い し 、 テ ン ス と ア ス ペ ク ト の 標 識

も 取 ら な い 接 続 詞 に 成 り 代 わ っ て い る こ と が 明 ら か で あ る 。  

26、新 宿 御 苑 に 沿 う た 裏 通 り 。 焼 け 残 っ た 侘 し い 長 屋 が 並

ん で い る 。 と み る と 、そ の 長 屋 の 一 部 を 改 造 し 、桃 色 の

カ ー テ ン を た ら し て ネ オ ン を つ け た バ ー も あ る 。  

 www. a o z o r a . g r . j p /c a r d s  

27、 長 年 コ ン タ ク ト レ ン ズ 生 活 を し て い る の で す が （ 無 い

と 生 き て い け な ぁ ～ い ！ ） ２ ０ ０ ５ 年 末 に 販 売 終 了 に な

っ た メ ダ リ ス ト を 最 後 に 大 量 に 購 入 し 、 さ ら に ２ 週 間 使

い 捨 て に も か か わ ら ず ち ～ と 長 め に 使 用 し て い た お か げ

で 先 月 ま で あ っ た ス ト ッ ク が と う と う 無 く な り 、 必 要 に

せ ま ら れ 久 々 に レ ン ズ を 購 入 し に 行 き メ ダ リ ス ト プ ラ ス

っ つ う の に 替 え て ８ 日 ほ ど た っ た 朝 、 さ て レ ン ズ を 入 れ

ま し ょ う 。 と み る と 見 事 に 破 れ て い る で は な い で す か ！

昔 か ら ソ フ ト レ ン ズ 愛 用 者 な の で 何 度 も 破 っ た 経 験 は あ

り ま す が 、 使 い 捨 て で 破 れ た の は は じ め て で す 。  

hirob a . g na v i . c o . j p/ u s r / u e k a2 8 / d i a r y /d e t a i l D i ar y/ 

28、 柳 の 下 に 何 や ら 動 く も の が あ り ま す 。 と 見 る と 、 そ れ

は ユ ラ ユ ラ と 背 が 延 び て 、 忽 ち 一 人 の 娘 一 夜 目 に も 匂 う

ば か り の 美 し い 娘 姿 に な る の で し た 。  

www.c o n s ad o l e . n e t /k a g a y a k i 

29、 さ て こ の イ ワ サ キ ス ズ メ ダ イ の 飼 育 を 始 め て １ 年 を 過

ぎ た 頃 の こ と で し た 。 何 だ か い つ も と 違 っ て 、 ソ ワ ソ ワ

と す る 様 子 に 尚 も よ く 観 察 し て み る と 、 今 度 は 飾 り 岩 に

お 尻 を く っ つ け る 仕 種 を 繰 り 返 し て い ま す 。 と 見 る と 、

何 と そ の 岩 肌 に は 無 数 の 小 さ な ゴ マ の よ う な 小 球 が く っ

付 い て い ま し た 。 そ う で す 、 産 卵 を し て い た の で す 。

www.sy u n s. c o m / e a s y1 / p a r t 2 / pa r t 2 . h t m l  
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各 文 中 の 「 と み る と 」 に お い て は 前 接 の 「 と 」 に よ っ て 引

用 の 働 き が い く ぶ ん か 維 持 さ れ て い る た め 、 「 と み る と 」 全

体 で  “ 前 文 の 表 す 状 況・事 実 を ふ ま え て ”「 と 思 っ て 見 る と 」

や 「 と 思 い な が ら 見 る と 」 と い う 意 味 を 表 し て い る こ と が 見

て 取 れ る 。 そ し て 、 「 見 る 」 は 具 体 的 な 知 覚 や 思 考 作 用 を 描

く も の か ら 抽 象 的 な 辞 的 意 味 を 表 す も の に 変 化 し つ つ あ る こ

と も 見 受 け ら れ る 。  

 

3.4 ム ー ド 助 動 詞 化 し た 「 ～ と 見 ら れ る 」  

30、 こ の 私 案 は 明 治 十 四 年 （ 一 八 八 一 ） 八 月 以 降 に 起 草 さ

れ た も の と 見 ら れ て い る 。（『 明 治 憲 法 の 思 想 』八 木 秀

次 著  2002）  

31、だ か ら こ れ に つ い て も 、「 飛 騨 の 匠 」は 名 辞 上 の 名 工 を

意 味 し た に 過 ぎ ず 、 文 字 ど お り の 「 飛 騨 出 身 の 工 匠 」

で は な い と 見 ら れ て い る 。（『 日 本 浪 漫 紀 行 』 呉 善 花 著  

2005）  

32、 人 間 は 人 間 と し て の 本 質 の う ち に 神 へ の 方 向 を 含 ん で

い る と 見 ら れ た 。（『 学 び 住 む も の と し て の 人 間 』吉 村  

文 男 著  2006）  

33、 合 衆 国 が ハ ワ イ 及 び 世 界 の 至 る と こ ろ で 帝 国 主 義 的 国

家 と し て 振 舞 っ て い る と 批 判 す る 私 の 姿 勢 は 、 学 生 た

ち に 悪 影 響 を 与 え る 恐 れ が あ る と 見 ら れ た の で あ る 。

（『 大 地 に し が み つ け 』 ハ ウ ナ ニ ＝ ケ イ ・ ト ラ ス ク 著 、

松 原 好 次 訳  2002）  

30～ 33 の 文 に 共 通 し て 見 ら れ る 特 徴 の 一 つ と し て 、動 作 主

格 が 隠 れ て 文 面 に 現 れ な い と い う 現 象 で あ る 。 す な わ ち 、 通

常 の 引 用 判 断 構 文 “ Ｘ ガ 「  」 ト 見 る ” で は 思 考 判 断 動 詞 の

表 す 動 作 の 主 体 が 格 助 詞 「 が 」 に よ っ て 主 格 と し て 表 わ さ れ

る の に 対 し て 、「 ～ と 見 ら れ る /見 ら れ て い る 」 文 で は 動 詞 の

表 す 動 作 、 作 用 の 主 体 は 、 実 際 に は 文 面 に 現 わ れ な い こ と が
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多 い 。 こ れ は 「 ～ と 見 ら れ る 」 と い う 構 文 形 式 に お い て は 意

味 的 に 思 考 ・ 認 知 が 非 積 極 的 な ム ー ド で 表 わ し て い る た め 、

そ の 思 考 ・ 認 知 主 体 が ニ 格 で 取 り あ げ る 表 現 形 式 が 見 ら れ な

か っ た と 思 わ れ る 。 ま た 、 こ の 表 現 形 式 に は 発 話 者 が “ Ｘ ガ

「  」 ト 見 る ” と い う 主 観 的 断 定 判 断 を 避 け て 、 婉 曲 表 現 と

し て 働 く 機 能 が 感 じ 取 れ る 。 話 し 手 や 書 き 手 が 自 分 の 判 断 や

思 考 を 直 接 断 定 す る こ と を 避 け 、婉 曲 的 に 示 す こ と に よ っ て 、

判 断 や 思 考 に 対 す る 話 し 手 や 書 き 手 の 責 任 を 回 避 す る 表 現 法

で 、 思 考 動 詞 や 知 覚 動 詞 に 特 有 の 用 法 と し て 位 置 づ け る こ と

が で き る 。  

 

4. 終わりに 

以 上 の 考 察 で 「 ～ と 聞 く 」「 ～ と 見 る 」「 ～ と 見 え る 」 な ど

の 引 用 構 文 は 格 形 式 を 持 っ て い る が 、 も と と な る 引 用 動 詞 の

実 質 的 な 意 味 が 薄 れ て 、 接 続 助 詞 や 接 続 詞 、 そ し て 形 式 化 が

進 ん だ 助 動 詞 化 し た 固 定 的 表 現 が あ る こ と が 明 ら か に な っ た 。

な お「 ～ と 見 え て 」「 ～ と 見 る 」「 ～ と 見 え る 」「 ～ と 聞 く 」「 ～

と 見 ら れ る 」 な ど と い っ た 同 一 の 形 式 で あ っ て も 、 文 法 化 の

度 合 い に 応 じ て さ ま ざ ま な 異 な る 文 法 的 性 質 を 持 つ こ と や 、

ま た 同 一 の 形 式 の 中 に も 、 重 層 的 な 文 法 化 の 現 象 が 共 時 的 に

存 在 し て い る こ と が 観 察 で き た 。  

各 々 の 表 現 の 意 味 と 形 式 に は 中 心 的 、基 層 的 な 部 分 が あ り 、

そ の 周 辺 に 個 別 的 な 表 現 が さ ま ざ ま な 形 態 的 な 広 が り を 見 せ

て い る 。 本 研 究 で 扱 っ た も の 以 外 に も 考 察 の 対 象 と な る 分 類

形 式 も 存 在 し え よ う 。 そ れ ら の 個 別 的 な 言 語 表 現 に 内 在 す る

要 素 を 理 解 す る に は 巨 視 的 な 把 握 が 必 要 で あ る 。  

本 研 究 は 諸 用 法 の 内 容 語 的 な 用 法 と 機 能 的 な 用 法 、 そ し て

用 法 間 の 連 続 性 及 び 有 機 的 な 関 連 性 を 全 体 的 に 捉 え る こ と を

心 が け た が 、 明 確 化 さ れ て い な い 問 題 が ま だ 多 々 あ る と 言 わ

ざ る を 得 な い 。 こ れ ら の 問 題 の 解 明 を 今 後 の 研 究 に 待 つ 。  
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